
（１）弁当宅配サービス事業
（２）外出支援サービス事業
（３）理容サービス事業
（４）寝具乾燥及び丸洗いサービス事業
（５）家族介護者教室事業
（６）生きがい活動支援通所事業（小野寺ふれあい館）
（７）車いすの無料貸出し事業
（８）老人クラブへの助成及び活動支援
（９）ひとり暮らし老人等への支援ネットワークづくり
（10）救急医療情報キットの配布

１．高齢者福祉事業
（11）地域で気軽に集まれる居場所づくりの支援
（12）傾聴ボランティア派遣事業

（１）親子ふれあいサロンの実施
（２）親子ふれあい教室の実施
（３）子育て応援マップの発行
（４）歳末寝具洗濯乾燥サービス事業
（５）子育てグループのネットワークづくり・

活動支援
（６）子育て支援ボランティアの育成
（７）ひとり親世帯への就学支援

２．児童・青少年福祉事業

（１）外出支援サービス事業
（２）理容サービス事業
（３）寝具乾燥及び丸洗いサービス事業
（４）視覚障害者への声の広報サービス事業
（５）車いすの無料貸出し事業
（６）心身障害児･者日帰り研修事業
（７）余暇活動支援事業
（８）スポーツ・レクリエーション活動の振興
（９）町身体障害者福祉会・町心身障害児･者

父母の会への助成及び活動支援

３．障害児・者福祉事業

（１）ボランティアの相談、斡旋、活動の調整
（２）啓発活動及び情報提供
（３）学童・生徒のボランティア活動普及事業
（４）ボランティア保険手続き及び活動費助成
（５）ボランティア育成・入門講座の開催
（６）個人及びボランティアグループ、

団体のネットワークづくり
（７）静和ボランティアルームの運営
（８）機材の整備、貸出

４．ボランティア活動の促進

（１）健康福祉・環境まつり
（２）広報紙「こすもす」の発行
（３）福祉サービスガイドブックの発行
（４）ホームページ、Facebook、twitter による情報発信
（５）マスコットキャラクターによる活動PR
（６）地域住民のネットワークづくり
（７）記念事業の開催

５．啓発広報事業

（１）生活福祉資金貸付事業
（２）社会福祉金庫貸付事業

６．要援護者福祉事業

（１）全焼、全壊世帯への見舞金及び
物資の贈呈

（２）自然大災害地への支援活動

７．罹災者支援事業

（１）人権・心配ごと相談
（２）行政相談
（３）無料弁護士相談

８．心配ごと相談所事業

（１）認知症高齢者や知的障害者などの方の
権利と財産を守れるように支援を行う。

９．地域福祉権利擁護事業

（１）日本赤十字社岩舟町分区の事務局担当
（２）被災者への救援物資や見舞金の贈呈

10．日本赤十字社への活動協力

家族介護者教室
「食事介助の技法について」

小野寺ふれあい館「お花見」

チャレンジサマースクール
チャレンジサマースクール
「赤い羽根づくり」

チャレンジサマースクール
チャレンジサマースクール
「赤い羽根づくり」

親子ふれあいサロン「リトミック」

ふだん行けない場所へ
「心身障害児･者日帰り研修事業」

余暇活動支援事業
「簡単クッキング」

ボランティア講座
「傾聴ボランティア養成講座」

学童・生徒のボランティア活動普及事業
「静和小“昔のあそび”」

いわふね社協マスコットキャラクター
「ふっくん」と「ぴーちゃん」

健康福祉・環境まつり「盲導犬体験」

前期末支払
資金残高

1,053万1千円
（21％）

経理区分間
繰入金

946万1千円
（19％）

受取利息配当金収入
2万5千円
（0％） 雑収入

2万円
（0％）

負担金収入
69万7千円
（1％）

共同募金
配分金
321万
7千円
（6％）

貸付事業等収入
23万円
（1％）

事業収入
33万8千円
（1％）

受託金
522万2千円
（10％）

経常経費
補助金

1,660万9千円
（33％）

寄附金
80万円
（2％）

会費
300万円
（6％）

合　計
5,015万円

収入の部

予備費
150万円
（3％）

積立預金積立
163万7千円
（3％）

経理区分間
繰入金

946万1千円
（19％）

負担金
30万4千円
（1％）

助成金
370万5千円
（7％）

共同募金配分
事業費

321万7千円
（6％）

貸付事業等支出
20万円
（0％）

事業費
1,091万1千円
（22％）

事務費
186万1千円
（4％）

人件費
1,735万4千円
（35％）

合　計
5,015万円

支出の部

（８）ひとり親世帯交流事業
（９）町母子福祉会への助成及び活動支援
（10）チャレンジサマースクール

～平成25年度 予算・事業計画 をお伝えします～

「一人ひとりの支え合い、助け合いの心をつなぐまち いわふね」

　「地域福祉を担い支え合う人づくり」「人と地域をつなぐ絆づくり」「誰もが住みやすい地域社会
づくり」を基本目標に活動します。

を目指します。

岩舟町社会福祉協議会は
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●社協の合併について●
　現在、栃木市と岩舟町の社会福祉協議会は、合併に向けて「栃木市・岩舟町
社会福祉協議会合併協議会」を設置し、協議を行っております。
　３回目の栃木市・岩舟町社会福祉協議会合併協議会は、下記のとおり可決承
認されました。

【理事会】　平成 25 年 3 月 25 日（月）　　
○平成 24 年度岩舟町社会福祉協議会　　　　　

一般会計収支補正予算（第 3 号）について
○平成 25 年度岩舟町社会福祉協議会事業計画並

びに一般会計収支予算について
○平成 25 年度栃木県共同募金会岩舟町分会事務

費会計収支予算について
○平成 25 年度栃木県共同募金会岩舟町分会寄附

金会計収支予算について

【評議員会】　平成 25 年 3月 26日（火）
○平成 24 年度岩舟町社会福祉協議会一般会計収
支補正予算（第 3 号）について
○平成 25 年度岩舟町社会福祉協議会事業計画並
びに一般会計収支予算について
○平成 25 年度栃木県共同募金会岩舟町分会事務
費会計収支予算について
○平成 25 年度栃木県共同募金会岩舟町分会寄附
金会計収支予算について

協議内容
○合併協定項目の変更について
→協定項目１７の「その他必要な事業について」を削除する。
○定款記載事項について（協定項目６）
→栃木市社会福祉協議会の定款を基本として、所要

の変更を行う。
○各種事務事業について（協定項目１０）
→地域の特性に配慮を行い、合理的に事務事業が遂

行できるような体制整備に努め、調整、統合を行う。
○会員会費について（協定項目１１）
→栃木市社会福祉協議会の例により調整、統合する。
○地域福祉事業、ボランティアセンターについて（協

定項目１２）
→合併時は現行のとおりとし、合併後再編する。

○各種募金について（協定項目１３）
→栃木市社会福祉協議会の例により調整、統合する。
○補助、受託事業について（協定項目１５）
→合併後速やかに統合し、統合できない事業につい

ては、経過期間を設け調整する。

【審議事項】
○平成 25 年度栃木市・岩舟町社会福祉協議会合併

協議会事業計画（案）について
○平成 25 年度栃木市・岩舟町社会福祉協議会合併

協議会予算（案）について

第 3回栃木市・岩舟町社会福祉協議会合併協議会
平成 25 年 2月22日（金）栃木保健福祉センター

　社協の動き 理事会、評議員会を開催しすべて原案のとおり可決承認されました。

第３回 栃木市 • 岩舟町社会福祉
協議会合併協議会の様子

平成 25 年 4月1日午前 0 時から平成 26 年 3月 31日午後
12 時まで。中途加入の場合は、加入申込手続完了日の翌日
午前 0時から平成 26 年 3月31日午後12時までとなります。

補償期間
年 間

保険料

基本タイプ A　３００円 B　４５０円

天災タイプ
（基本＋地震・

噴火・津波）

天災 A
４６０円

天災 B
６９０円

「ボランティア活動保険」
のご案内

補償金額・保険料
　ボランティア活動中に「自分がケガをした」「他人
にケガをさせてしまった」「物を壊してしまった」・・・。
そうした場合に備え、ボランティア活動保険にぜひ
ご加入ください！

～平成２5年度版～ 年度の切り替え
に

ご注意ください！
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ママのおひざは特等席♪ バランス良く食べてきれいなちょうちょに
なったよ！

入園おめでとう！

ホームページをご覧ください

岩舟町社会福祉協議会

おともだちを
さそって、
みんなで
あそぼう！

対　象：就園前の子どもと保護者
時　間：１０：００～１１：３０
参加費：１世帯　年間５００円
持ち物：お皿、コップ、スプーン、フォーク、
　　　　 お手ふき等

※都合により、内容などが変更になる場合があります。

　１月１０日（木）は、加藤玲子先
生を講師に招き、先生のピアノにあ
わせてボールや輪

わ

っかを使ったリ
ズムあそびをしました。みんなノリ
ノリでした～♪おやつに栄養たっぷ
りのすいとんを食べて、さらにぽ
かぽか。寒さにも負けません！

　２月１４日（木）は、在宅栄養士
のエプロンマミーのおふたりを講
師に招き、リズムにあわせて歌っ
て、踊って楽しく栄養のお
勉強。おやつは手作りジャ
ムとフルーツヨーグルト！お
いしかったね。

　３月２１日（木）は、サロンを卒
業するお友だちのお別れ会を行いま
した。ちらし寿司でお祝いして、サ
ロンの卒業証書とアンパンマンメダ
ルのプレゼントににっこり。
　これからもお友だちをたくさんつ
くって元気にあそんでね。

親子ふれあいサロン

　２月１７日（日）、特別養護老人ホーム清松園を会場に、家族介護者
教室を実施しました。
　第２回目となる今回は、「排泄介助と感染症予防」のテーマのもと、
実技を交えながら、講習を行いました。腰痛予防体操で体をほぐした後、
プロの手ほどきを受けながら、排泄介助の方法を学びました。
　介護する側にも受ける側にも負担の少ない方法を学び、参加者はこう
すれば良かったのか、と目からウロコ！実りのある時間となりました。

みんなであそぼう♪
親子ふれあいサロン

＊リトミック＊ ＊歌って踊ろう♪＊ ＊お別れ会＊

年間の予定

開催日 内　容 場　所

4 月 18 日（木） お花見 遊楽々館

5 月 16 日（木） いちごつみ フルーツパーク

6 月 13 日（木） お外であそぼう！ 遊楽々館

7 月 22 日（月） リトミック 遊楽々館

　8 月      会場の都合により、お休みさせていただきます。

9 月 12 日（木） 親子あそび 遊楽々館

10 月 10 日（木） 運動会 こなら館

11 月 21 日（木） 自由あそび 遊楽々館

12 月 19 日（木） クリスマス会 遊楽々館

1 月   9 日（木） リトミック 遊楽々館

2 月 25 日（火） 人形劇 遊楽々館

3 月 20 日（木） お別れ会 遊楽々館

排泄介助と感染症予防

第２回 家族介護者教室を実施しました
平成
24 年度
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捻挫したときの固定方法を学びます。

　１日目午前中は、講義をとおして、日頃から私たちができる減災対策や
※ハザードマップの見方、そして岩舟町における土砂災害の想定状況につい
て学びました。
　午後からは、「クロスロード」という、災害時に起こりうる出来事を、イメー
ジしながら、それぞれの立場での行動の違いを学ぶグループワークを行い
ました。
　参加者からは、「町の防災対策を知ることが出来て良かった。またクロ
スロードでは、災害時のいろいろな方の立場を想像するきっかけになり、と
ても参考になった」などの意見が出て、災害に対する意識が改めて高まっ
たようでした。

　２日目は、日本赤十字社栃木県支部の方から、赤十字救急法を基本にけ
がの手当ての仕方や止血方法等を学びました。三角巾を使い、骨折や捻挫
などの固定方法を参加者同士で行い、ホットタオルの作り方やマッサージな
ど、心を和らげることのできるような実習も受け、いざという時に活用できる
力をつけました。
　参加者からは「救急法がとても参考になった。手でささやかな安らぎを
生むことができるというのは、とても素晴らしく感じた。今後も参加したい」
と意見が出され、これまで考えていた体のケアだけでなく、心のケアも大切
だということを感じ、今までの意識がかわったようでした。

～平成24年度災害ボランティア
養成講座を開催しました～

“大切なまち、ひとを守るには”

2 月26日（火）

３月2日（土）

日 目1

日 目2

各グループで出た意見を発表します！

　平成２５年３月２１日（木）に栃木県社会福祉協議会主催
の小地域福祉活動普及促進事業小地域サロン等普及促進連絡
会議が、町健康福祉センター遊楽々館で開催されました。
　駒場地区社会福祉協議会では、地域での“高齢者の居場所”
として、いきいきサロンの立ち上げに取り組んでいます。
　このような居場所づくりの活動は、全国的に
広がりを見せつつあり、岩舟町においても町民
対象に実施したアンケートでは、地域住民同士
のきずなを再構築することが求められており、
地域での交流活動を充実してほしいといった声
が実際によせられています。
　これからも町社会福祉協議会では、「楽しく」

「気軽に」「無理なく」を合言葉に、地域での居
場所づくりの支援を行っていきます。

～駒場地区社協が取り組む居場所づくり～

「楽しく」「気軽に」「無理なく」

連 絡 先
町社会福祉協議会

電　話
５５－２４３８

「居場所づくり」
に興味のある方は

ご相談ください！

手を下に引くと立ち上がりやすいですよ！

昼食は、非常食を体験しました。

クロスロードでは、非常時の行動に
ついて話し合います。

※ハザードマップとは、自然災害の被害を予測し、その被害範囲を地図にあらわしたもの。
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ひとりで悩んで
いませんか?

無料法律相談（予約制）

　町の民生委員・人権擁護委員が相談を行います。
4 月 30 日（火） PM1：30 ～ 4：30
5 月 20 日（月）・28 日（火）PM1：30 ～ 4：30
6 月 18 日（火）・28 日（金）PM1：30 ～ 4：30

※予約は必要ありません。相談日に遊楽々館へお越しください。

心配ごと相談

　日常生活での困りごとはありませんか。そんな時は、心配ごと相談所にご
相談ください。相談事例として、家庭内暴力や借金の返済など、様 な々困りご
とに対して相談を行っております。プライバシーは堅くお守りしますので、お気
軽にお越しください。

・法テラスコールセンター
　☎０５７０－０７８３７４
　平　日9:00 ～21:00
　土曜日9:00 ～17:00

・法テラス栃木
　☎０５０－３３８３－５３９５
　平　日9:00 ～12:00
　　　　13:00 ～16:00
　〒320-0033 宇都宮市本町4-15
　　　　　宇都宮ＮＩビル２階

法的トラブルで困ったときには…

　法的な困りごとは、まず法テラスにお
電話ください。解決に役立つ情報を提供
したり、法律相談の窓口を紹介します。
また資力の乏しい方に対しては、無料で
法律相談を行い、必要な場合、法律の
専門家を紹介し、裁判費用や弁護士・
司法書士の費用を立て替えます。

お な や み な し

　栃木県弁護士会より派遣された弁護士が相談を行います。
5 月 8 日（水）AM9：30 ～ 11：30　遊楽々館
6 月 10 日（月）AM9：30 ～ 11：30　遊楽々館
7 月 8 日（月）AM9：30 ～ 11：30　遊楽々館

※予約制です。事前にお電話ください。☎５５-２４３８

最寄の老人クラブ会長までご連絡ください。

③社会奉仕活動に取り組んでいます。①健康づくりを進めています。
・グラウンドゴルフ、アキュラシー、
　輪投げなどのスポーツ大会
・健康体操や、歩け歩け運動

②高齢者同士の交流を図ります。
・趣味や文化などのサークル活動
・旅行やカラオケ、サロン活動
・ひとり暮らしの高齢者の話し相手

・公園や道路の清掃や美化運動
・資源ごみ回収など環境問題の取組
・学童の通学を見守るスクールガード活動

町老人クラブ入会のおすすめ

スポ
ーツ

SPOR
TS

S O U L

一投入魂！！

コントロールアタックへの
挑戦！

　３月１７日（日）宇都宮市の若草アリーナで開催さ
れた栃木県障害者コントロールアタック大会へ参加し
てきました。この競技は、ボールを投げて、床の点数
シート上にボールを止め、その合計点数を競う、栃
木県発祥のスポーツです。
　町身体障害者福祉会では、会員一丸となり、競技

道具を独自に作成し、このスポーツに取組んできました。
　大会の結果はリーグ４位の「残念賞」でしたが、参
加した方々は、気持ちをひとつにして、全員で取り組め
たことはとても良かった、ぜひまた参加したいと話をし
ていました。

町身体障害者福祉会加入のご案内
　町身体障害者福祉会では、会員の福祉の増進を目的に、スポー
ツ活動や宿泊研修、交流活動を行っております。
　身体障害者手帳をお持ちの方は、ぜひ一緒に活動しましょう！！

問合せ：町身体障害者福祉会　事務局（遊楽々館内）：５５－２４３８



─ 8 ─この広報紙は、赤い羽根共同募金の配分金により作成されています。

　こんにちは、ぴーちゃんです。な、なんと！ぴー
ちゃんのクリアファイルができました！やった～！
ふっくんと、ふたりで１つになっていてかわいいで
しょ？ぴーちゃんもふっくんも、とっても気に入っ
ています。みんな、もう手に入れたかな？社協窓口
にあるので、まだ持っていない人は、ぜひＧＥＴし
てね～。
　そして、なんと！ふくぴー号ができちゃいまし
た！ふっくんと、ぴー
ちゃんが描かれた福祉車
両が元気に町を走ってい

ます！出会えた人には小さな幸せがやってくる
かも♪こちらもあわせてよろしくね～。

ホンダとちのき会 様

発　行　岩舟町社会福祉協議会

こすもす　vol.93

〒329-4315
栃木県下都賀郡岩舟町三谷1038-1
（岩舟町健康福祉センター遊

ゆ

楽
ら

々
ら

館内）
TEL.0282（55）2438　FAX.0282（55）5590
E-MAIL i-welfare@cc9.ne.jp
HP http://www.cc9.ne.jp/~i-welfare

岩舟町社会福祉協議会
広報紙

ぴーちゃん
ひろば

ちょボラのわちょボラのわ広がる♪
つながる♪

エコキャップ
収集活動報告

＊
集
計
結
果
＊

期 間 平成23年6月～
平成25年3月

個 数 227,610 個

累 計
個 数
ワクチン
CO2 削減

648,030 個
801.5 人分

5,050kg

ご協力
ありが

とう

ござい
ました

！

場　　所　東武ワールドスクウェア
交通手段　貸切りバス（リフト付）
対　　象　町内の心身障害児・者とその家族
定　　員　２５名（定員になり次第締め切ります）
参 加 費　本　人  無 料 （家族一人につき1,000円）
	※参加費は当日、集金します　申込期限	 4月30日 ㈫

一緒に世界を一周しましょう♪
～心身障害児・者日帰り研修　参加者募集

平成25年
1月～3月分あたたかい善意をありがとうございましたあたたかい善意をありがとうございました

～一般寄附金～
・天海 京子 様
・昭和 27 年度静和中学校卒業生一同 様
・岩舟町身体障害者福祉会 様 
・岩舟町心身障害児 ･ 者父母の会 様
・匿名希望 様

5,000 円
2,000 円
3,000 円
3,000 円
5,000 円

～東日本大震災義援金～
・植木 輝雄 様 
・募金箱 
・匿名希望 様 
・募金箱 

20,000 円
10,000 円
5,810 円
850 円

～物品寄附～
・ホンダとちのき会 様
・匿名希望 様

　町内在住の心身障害児・者とその家族を対象に、日帰
り研修を行います。みんなで楽しく、小さな世界一周旅
行にでかけましょう。

日　　時	　５月１１日（土）
	 9：00	 町健康福祉センター「遊楽々館」集合
	 9：30	 遊楽々館出発
	 11：30	 昼食
	 13：00	 東武ワールドスクウェア見学
	 16：00	 東武ワールドスクウェア発
	 17：30	 遊楽々館駐車場着・解散 申込み・問合せ先　　

	町社会福祉協議会　電話５５－２４３８

◎キャップに付いているシールや値段は、はがしてください。

◎カビが発生しますので、必ず水洗いをし、乾かしてから
お持ちください。

◎金属、醤油や焼酎のボトルキャップは、集めません！

いつもボランティア活動にご協力をいただきありがとう
ございます。「だれでも」「かんたん」にできることからチャ
レンジしてみましょう！

あなたも「ちょボラ（ちょっとのボランティア）」してみま
せんか。お気軽に、町社会福祉協議会内ボラ
ンティアセンターにご連絡ください。

いわふねボランティアセンター
ＴＥＬ ５５－２４３８

おねがい

車いす2 台
タオル 60 本
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COSMOSCOSMOS

“たいせつなまち、ひとを守るには”
～災害ボランティア養成講座を開催しました～ ページ

いわふね社協マスコット ぴーちゃん

ふれあいネットワーク

平成25年4月24日号

社会福祉法人

岩舟町社会福祉協議会 広報紙




